
水道局だより

折り込み紙
広報津

今の水道を維持することはもちろん、50年先、100年先の世代まで
安定して水道水を届け続けるのは、今を生きる私たちの責任です。

僕らの水道料金で経営をしているんだね。
貯金はどれくらいあれば大丈夫なの？

貯金残高は、災害や大規模な修繕などに備
えるため、料金収入の１年分を目安に、津市では
約50億円必要だと考えているよ。でも今年度末
には50億円を下回ってしまいそうなんだ。

古い施設を新しくするのも全部この貯金を
使うの？

老朽化した施設の更新や耐震化を進めるた
めの財源として借入金もあるんだよ。健全な借入
金の目安としては、津市と同規模の事業体の平均
を見ると料金収入の３倍以内なので、津市もこれ
を超えないように170億円を目安に経営してきた
んだけど、すでに約160億円借り入れているんだ。

貯金もだんだん減っていくし、借入金もこ
れ以上増やせないから水道事業は大変だね。

貯金と借入金の状況
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貯金 借入金

約128億円

約60億円

約166億円

約53億円

約162億円

約52億円

約160億円

約47億円

約155億円

約37億円

貯金の下限目安 50億円

借入金の上限目安 170億円

貯金と借入金

ところで、経営をしていくのに大切な水道
料金はそれぞれの市が決めているの？

水道料金は各事業体が、安定した経営を行
うことができるように決めていて、それぞれ違う
んだ。県内の水道料金を見てみよう。

津市は水道料金が安いんだね。これからも
貯金は減っていくのに大丈夫なの？ 

このままでは、支出が増えて収入は減って
いくから、安全で安心な水道水を届け続けること
が難しくなってくるよ。このことをしっかりと認
識して、必要な施設の更新や耐震化を進めるため
にどれくらいの収入が必要なのかを計算し、適正
な水道料金で健全な経営を維持しなければいけな
いんだよ。

津市の水道料金は県下14市中３番目の安さ！

　第２次津市水道事業基本計画では、令和
３年に水道料金の改定が必要だという試算
が出ています。
　次号では平成30年度決
算を基に、これからの水
道事業経営についてより
詳しく説明します。

熊野市
亀山市
津市
四日市市
名張市
桑名市
いなべ市
鈴鹿市
伊勢市
松阪市
鳥羽市
尾鷲市
伊賀市
志摩市

三重県下14市の水道料金

2,260円

2,312円

2,354円

2,365円

2,376円

2,430円

2,592円

2,619円

2,623円

2,959円

2,970円

3,024円

3,456円

4,309円

三重県下14市の平均
2,761円

10～30万人都市の

全国平均※

2,840円

全国平均※

3,244円

（平成31年４月１日現在、税込み、口径13mm・１カ月に20㎥使用）

※平成30年４月１日現在


